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2004年4,月 頃,陝 西省 の建築公 司は西安市の東郊外で シ ョベル カー で不法工事 を
していて,偶 然 に古代の長安 で死去 した唐の 日本人留学生の井真成 とい う人物 の墓
誌蓋 と墓誌銘 を掘 り出 し,す ぐ民 間の文物市場(古 玩市場 とも言 う)に 秘密裏 に売
り出 した。その際,西 北大学歴史博物館 の副館長賈麦明先生 は,こ の情報を聞いて ,
早速 この文物市場へ見に行 った。特 に墓誌銘の2行 目に陰刻 している 「公,姓 は井,
字は真成。国号は 日本」に注 目す る と同時 に,私 の所へ電話 で連絡 し,「井真成 とい
う人を含む遣唐使墓誌 の発見 は初 めてであるばか りでな く,日 本の国号 も墓誌 に初
めて出てきたのであ り,絶 対 に研 究価値 と文物価値 がある。急いで買お う」 と誘 っ
た。賈先生 も勿論,こ の墓誌の価値 を よく知 っていて交渉 し,信 じられ ないほ ど安
く購入 した。
しか し,墓 誌の発見 は,言 うまで もな く,墓 か ら出土 したのであ るが,こ のシ ョ
ベルカーに よる不法工事で,井 真成 とい う人物の墓 はす っか り破壊 されていた。 こ
れ は非常に残念な ことで あるが,幸 いに,墓 誌 とい う国宝級の文 物だけは残留 した
のである。 井真成 の墓誌は,墓 誌蓋 と墓誌銘(墓 誌文 とも言 う)と い う二つの部分
か らな る。 墓誌 蓋に篆書で陰刻す る文字が12個 あ り(図1・2),墓 誌銘 に楷書 で陰
刻す る文字 が171個 あ り(図3・4),併 せて183個 の文字 しかない。この墓誌蓋 と墓
誌銘の文 章は非 常に短いのであるが,墓 誌銘 の言葉 は簡潔 で要領 を得た もので ある
と言 える。その後,各 方 面か ら,古 代 中 日の文化交流 に関す る多 くの情報が伝わ り,
我々が,今 後 とも深 く古代の長安で死去 した 日本人留学生の井真成墓誌及び他 の問
題 を研究す るための,た くさんの新資料 を提供 して くれ た。
特に この墓誌 は,中 国では現在 に至 るまでの唐 の 日本人墓誌 の初発見例 であ るの
で,直 ちに 中 日の学界の注 目を浴び た。2004年10 ,月10日 の午後,西 北大学は,陝
西歴史博物館 で 『首次発 現唐代 日本留学生墓誌新聞発布会』 を開催 した。その後,
西 北大学文博学院 もまた数十人の 中 日の著名 な専門家を招待 して,12月18日 ,19
日に学院 の会議室で 『中古時期 中外文化 交流学術研討会』 を開いた。 この討論会 で
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図1井 真成墓誌蓋の写真(王 維坤提供)
図2井 真 成墓誌蓋の拓本写真(王 維坤提供)




は,諸 先 生が積極的 に発言 し,い ろい ろな立場か ら井真成墓誌 をめぐる諸 問題 を検
討 した。
この墓誌 は,い まや単に西北大学歴史博物館 に収蔵 ・陳列 されてい る文物 の一つ
で はな く,大 学 の 「館 を鎮める宝」 とい う文物 になった と言 える。 この ような レベ
ルの墓誌 が もし日本で出土すれ ば,い うまでもな く 「国宝」 になるであろ う。 中国
で は,「 水 を飲 む時は源 を考える」とい う諺 がある。だか らこそ,私 たちが井真成墓
誌 を研 究す る時には,賈 氏の功労 を忘れてはいけない と,私 は堅 く信 じている。
この墓誌 を発見 してか ら,今 日に至 るまで もう4年 が経 ったけれ ども,そ の研究
はますます高まってい ると言 える。2007年 度,私 は国際 日本文化研究セ ンターの客
員外国人研 究員 として1年 間招聘 され,受 入教授宇野隆夫先生 をはじめ とす る 日本
国内35名 の著名な研 究者 と共同研 究できたこ とは,何 よ り嬉 しい ことであった。同
時 に私の肩に大きな責任がかかって いることを痛感 してい る。今後 とも私 たちは手
を携 えて,さ らに研究 を推 し進 めた い と思 う。第1回 共同研 究会 は 「井真成墓誌 を
め ぐる諸 問題 」 とい うテーマであった。 この機会 を借 りて,私 も管見ではあるが,
「在唐の 日本留学生井真成墓誌 の発 見 と新研究一井真成墓誌 に関す る研 究前篇一 」
とい うタイ トルで,以 下の6方 面の問題 について私見 を発 表,学 界 の諸先 生 と一緒
に共 同研究 と討論 ができた ことは幸せ であった。
1.墓 誌 の 「贈 尚衣 奉 御 」 の 書 き方
墓 誌 を研 究 す る時,ま ず,注 意 す べ き こ とは,墓 誌 の初 めの 書 き方 で あ る。 初 め
の書 き方 が違 う と,墓 主 人 の性 格 も違 うわ けで あ る。 実 際,日 本 で は明 治 大 学教 授
氣 賀 澤 保 規 先 生 が 墓誌 と誌 蓋 の 書 き方 と内容 を子 細 に観 察 して研 究 した。 こ こで私
が説 明 したい こ とは,氣 賀 澤 先 生 が 初 め て 「贈 尚衣 奉 御 」 の書 き方 に注 目され た こ
とで あ る。そ の文 章 に よ る と,「 た だ,石 面 の左 側4分 の!,4行 分 ほ どが 空 白で あ
っ た。 ま た蓋 や 墓誌 で本 人 を表 現す るの に,『 贈 尚衣奉 御 … …』 と始 め られ てい る。
普 通 の表 記 で あれ ば,贈 の字 を取 り 『唐(大 唐)故 尚衣 奉 御 …… 』 とな る。 この違
い は ど うした こ とだ ろ うか」(1)と述 べ られ て い る。私 は氣 賀 澤 先 生 の質 問 に対 して,
現 地 で は た く さんの 墓誌 の実 物 資 料 を観 察す る とと もに,い まま で収 録 ・編集 した
色 々 な墓 誌 の報 告 書 と書 物 を き ちん と読 ん で,や っ と有利 な 証拠 を幾 つ か 見つ けた 。
中国 出 土 の唐 代 墓 誌 の数 は か な り多 く,い ま まで 未発 表 の墓 誌 を含 む総 計 は,少 な
く と も10,000点 に達 す るが,氣 賀 澤 先 生 が編集 され た 『唐 代 墓 誌 所 在総 合 目録 』(2)
には,7,600点 以 上 を収 録 して い る。
とに か く,井 真 成 墓誌 の比 較 研 究 は,こ れ らの墓 誌 を 多 く見れ ば見 る ほ ど易 しく
な る。私 の見 た とこ ろで は,そ の1,「 石 面 の左 側4分 の1,4行 分 ほ どが空 白で あ
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った」とい うことは,珍 しい ことではな く,あ とで 「九姓 突厥契芯李 中郎墓誌文」(3)
とい う同類例 をあげよ う。 これ は,実 は石 見清裕先生 が書かれ ていた 「入唐 日本人
『井真成墓誌』 の性格 をめ ぐって」 とい う論文で ある。 この論文 は学術価値 がある
と思 うので,私 と楊潔 さんが,自 らこの論 文を翻訳 し,中 国西北大学の 『周秦漢唐
文化研究』 とい う雑誌 に掲載 した(4)。
その2,墓 誌 と誌 蓋はそれぞれ 「贈 尚衣奉御井府君墓誌之銘」 と 「贈 尚衣奉御井
公墓誌文 并序」 と書かれ たこ とは,い ずれ も正確であ り,「唐(大 唐)故 尚衣奉御…
・」 とは絶対 に書かれ ない と思 う。なぜか と言 うと,こ れは墓主人が生前 に 「尚衣
奉御」 とい う役職に一度 も就いた ことがないので,こ の墓主人が死んで もい わゆる
「故 尚衣奉御」 とす るはず はなかったのである。 しか し,直 接 に 「贈 尚衣奉御」 と
書かれ たよ うに墓主人 の官位 が死後に贈 られ たこ とは明 らかである。
この よ うな例 はあま り見 られ ないが,唯 一の例 とは言 えない。例えば,第1例 は,
発掘 され た鮮于庭誨 の誌蓋 は 「大唐 故鮮 于将軍墓誌」であ り,そ の墓誌銘 は 「大唐
故雲麾 将 軍右領 軍衛 将 軍上柱 国北平 県 開国公 贈右 領軍 衛 大将軍鮮 于公 墓誌 銘 并
序 」(5)であ る。第2例 の曹景林 の誌蓋 は 「大唐故贈楊州大都督曹府君墓誌之銘 」で
あ り,そ の墓誌銘 は 「唐故雲麾 将軍左龍武軍将軍知軍事兼試光禄卿上柱 国讌郡開国
公贈楊州大都督曹府君墓誌銘 井序」であ り,も っ とも重要な第3例 の隴西董夫人の
誌蓋 は 「唐故隴西董夫人墓誌 」であ り,そ の墓誌銘は 「唐故贈隴西郡夫人董氏墓誌
銘 并序」(6)である。
以上 のよ うな三つの例か らはっ きり分かることは,い ずれ に して も 「故……」 と
い う官位 を書 けば,墓 主人 が生前 にこの役職 に就いた ことを表 明 し,も し,「贈 ……」
とい う官位 を書 けば,こ の墓主人がそれを死後に贈 られたこ とは明 らかで ある。だ
か らこそ,両 者の間には本質的な差異 と区別 が存在 していて,絶 対に二が合 して一
となるこ とができないので ある。 この よ うな書 き方で陰刻 されている 「故……」 と
「贈 ……」 の墓誌 は,現 代の考古学者 が墓 主人の生前に任命 あるいは死後に追贈 し
たこ とを判断す る重用 な尺度 で あ り,第 一級 の考古学的資料 とな る(7)。
2.井 真 成 と 「贈 尚衣 奉 御 」 とそ の性 格
「尚衣 奉 御 」とい う官職 は,隋 唐 時 期 の 「尚衣 局」の 下 の一 種 の職 事 官 で あ っ た。
同 時 に 「六 尚」 とい う職 事 官 の 一 っ で もあ った 。「六 尚」 とは,即 ち 「尚食 奉御 」「尚
薬 奉 御 」 「尚衣 奉 御 」 「尚舎奉 御 」 「尚車 奉御 」 「尚 輦奉 御 」 を言 い,3番 名 の位 置 に
あ り,か な り権 力 が あ っ た。李 隆基 撰,李 林 甫 注 の 『大 唐 六 典 』卷llの 記 載 に よる
と,「 尚衣 局,奉 御 二 人,従 五 品上 な り。 … …隋 の 門 下省 に御 府 局監 二 人 有 り。大 業
三 年(607),分 かれ て殿 内省 に属 す。 其 の後 又 改 め て 尚衣 局 と為 し,皇 朝 は 之 に 因
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る。 龍 朔 二 年(662),改 めて 奉 冕 大夫 と為 し,咸 亨 元年(670),旧 に復 す 。 … … 尚
衣 奉 御 は,天 子 の衣 服 を供 す る を掌 る。 其 の制 度 を詳 らか に し,其 の名 数 を辨 じ,
而 して 其 の 進御 に供 す 」(尚 衣 局,奉 御 二 人,従 五 品 上。… … 隋 門 下省 有 御 府 局 監 二
人。大 業 三 年 分属 殿 内省 。其後 又 改 為 尚衣 局,皇 朝 因 之。龍 朔 二 年,改 為 奉 冕 大 夫 。
咸 亨元 年 復 旧。… … 尚衣奉 御,掌 供 天子 衣 服 。詳 其 制 度,辨 其名 数,而 供 其進 御)(8)
とあ る。 こ の こ とか ら,「 尚衣 奉 御 」 の 主 な 責務 は,「 天 子 の 衣 服 を供 す る を掌 る」
こ とで あ る とい うこ とが よ くわか る。 しか し,「 贈 尚衣 奉御 」か ら見 る と,井 真 成 が
生前 に この 役 人 にな らな か った ばか りで な く,死 後 に贈 られ た 一 種 の栄 誉 官 職 で あ
っ た こ とは 明 らか で ある。
注意 に値 す る こ とは,唐 玄宗 の李 隆:基の摂 政 期 間(712～756)に は,「 尚衣 奉御 」
の任 用 制 度 が,以 前 と比 べれ ば大 きな 変化 を した こ とで あ る。例 え ば,唐 玄 宗 の30
人 の息 子 の 中 で は,「尚衣 奉 御 」に な っ た皇 子 は 一 人 もい なか った の で あ る。そ の 時,
皇 后 の妹 夫 で あ る長 孫 听(9)が,な ん と この 「尚衣 奉 御 」 とい う座 席 に座 っ て い た の
で,皇 子 を含 む 皇 室 貴族 が 「尚衣 奉御 」 に 昇進 す る官 職 に就 くこ とはい つ の 間 に か
厳 し くな っ て いた ので あ る。 こ の こ とか ら見れ ば,出 身低 微 の下 級 官 吏 が,唐 玄宗
の摂 政 期 間 に従 五 品上 の 「尚衣 奉 御 」 に 昇進 す るこ とはた いへ ん難 しい の に,ま し
て 井真 成 は 日本 か ら来 た 一 人 の留 学 生 で あっ た。 も し井真 成 が確 か に717年 に 第9
次 の遣 唐 使 団 に随 っ て入唐 した ので あれ ば,そ こで は734年 の意 外 な死 亡 ま で,彼
は長安 に18年 間 以 上滞 在 した と言 え る。ここ で想 像 す る と,井 真 成 が青 年 で 死 去 し
た の で な けれ ば,彼 は,結 局何 年 まで,長 安 に滞 在 した の か?最 終 的 に は唐 朝 の ど
の ぐ らい の 官 吏 に昇 進 す るの か?ひ い て は本 人 は 中 日の文化 交流 に対 して どの く ら
い貢 献 をす るの か?こ れ は 誰 も推 測 で き ない こ とで あ ろ う。
とこ ろで,私 の考 えで は少 な く とも 「我 が 朝 の 学生 の名 を唐 国 に播 む る者 は惟 だ
大 臣(吉 備 真 備)及 び 朝衡(阿 倍 仲 麻 呂)二 人 のみ 」(我 朝 学 生播 名 唐 国者 惟 大 臣 及
朝 衡 二 人 而 已)(10)と い う二 人 だ け で は な く,た ぶ ん井 真 成 を考 慮す る 可能 性 が あ っ
た で あ ろ う。
以 上 に述 べ た通 り,井 真 成 が長 安 に滞 在 した 期 間 は,唐 玄宗 の李 隆 基 の摂 政 期 間
で あ った ば か りで な く,「 尚衣 奉 御 」の官 職 に昇進 す る こ とが 最 も困難 な 特殊 時期 で
も あ った。 これ に よっ て,井 真 成 は生 前 に一 度 も 「尚衣 奉 御 」 とい う官職 に なれ な
か った こ とは,決 して彼 の能 力 の 問題 で は な く,当 時 の職 位 に空 缺 の な か っ た こ と
が原 因 で あ っ た と,私 は 考 えて い る。こ こで井 真 成 の 人柄 を あ えて 推 測 す るな らば,
無名 の 日本 人 留 学 生 の井 真 成 は,そ の死 に対 して唐 玄 宗 の摂 政 ・李 隆 基 に悲傷 の感
を与 え る と同 時 に,「 追 崇 す るに典 有 り」とい う唐 代 の 喪葬 儀i礼 を行 わ せ た の で あ っ
た。 こ の よ うな 情 況 は唐 玄宗 の 李 隆 基 が井 真 成 の生 前 の 人柄 と潜 在 能 力 を高 く評 価
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して いた ば か りか,二 人 の私 下 交往(上 下 の 人 間 関係)も か な り親 密 で あっ た こ と
を反 映 してい る と思 われ る。 更 に言 えば,二 人 の 問 の この よ うな密 接 関係 の形 成 と
成 立 は,井 真 成 の18年 間 の長 安 滞 在 と 「強 学不 倦 」 とい う一生 懸 命 に勉 強す る精 神
及 び 才能 の は なや か さ と関係 が あっ た と思 う。 そ うで な い と,井 真 成 墓誌 に 陰刻 さ
れ て い る 「皇 上 は哀 傷 し,追 崇 す る に典 有 り,詔 して,尚 衣 奉 御 を贈 る」(皇 上哀 傷,
追 崇有 典,詔 贈 尚衣奉 御)と い う墓 誌 銘 文 が 説 明 で きな い と考 え て い る(11)。
3.井 真 成 の名 字 は中 国風 の 名 字 の は ず だ
井真 成 とい う名 前 は,こ の墓誌 の記 録 以 外 に,中 日の 古 書籍 に一 字 も書 かれ て い
な い の で,検 証 の しよ うが ない 。 三省 堂 編 修 所 の 『コ ンサ イ ス人 名 辞 典 』 の紹 介 に
よ る と,日 本 の歴 史 上 で は,「 井 」字 と 関連 を もつ姓 氏 は 「復 姓 」 と 「多姓 」 だ け が
あ り,一 字 の 「単 姓 」 は ない ので あ る。 そ の内,よ く見 られ る姓 氏 は,「 井 上 」 「井
口」 「井 之 口」 「井 野 」 「井 野辺 」 「井原 」 「井 伏 」 「井 堀 」 「井 元 」 「井 戸 」 「井 手 」 「井
出 」 「井 田」 「井 伊 」 「井 沢 」 「井 関」 な どの16個 の 姓 氏 が あ るが,「 井 」姓 に属 す る
人 は 井真 成 しか な い(12)。 しか しなが ら,「 井 」 姓 は 中国 に お い て は,た い へ ん 古 い
起源 を持 ち,中 国 の古代 天 文 学 と関 連 が あ る とい うこ とで あ る。 い わ ゆ る 「井 」 は
二 十 八星 宿 の一 つ で あ り,天 文 の分 野 説 で は陝 北(陝 西 省 の 北部)一 帯 にあ た る。
だ か ら こそ,上 古 三 代 に 姜姓 の井族 が い た 。 西 周 時期 に,こ うした井 姓 の 望族(由
緒 あ る家 柄)は 古 代 の周原 地 区(即 ち,現 在 の 陝西 省 岐 山県 と扶 風 県)に 集 中 的 に
分布 して い た。現 在 に 至 るま で,「 井」姓 の人 々の 居住 地 域 は,以 前 と同 じよ うに 陝
西省 と遼 寧 省 に分 布 して お り,こ の 両 省 の 「井 」姓 は,全 国 の 「井 」 姓 の5分 の3
を 占め る と言 われ てい る。 こ う した こ とか ら,い ま まで 管 見 に及 ん だ 日本 人 の姓 氏
資 料 か ら考 え る と,井 真 成 の名 字 は,明 らか に古代 の 日本 風 の名 字 で は な く,お そ
ら く彼 が長 安 に来 てか ら,自 ら好 き な 中 国風 の名字 に改 名 した と,私 は考 え る。
しか し,中 日の学 界 で は,こ の井 真 成 の改 名 につ いて,い ろい ろな見 方 を提 言 し
た の で あ る。 帰納 す れ ば,す くな く と も 「井 上 説 」 「葛井 説 」 「唐 名 説 」 「情 真 誠 説 」
「九 州 王朝 説 」 「和 姓説 」 とい う六 つ の 学 説 が あ る。
第1の 学 説 は,国 学 院大 学 鈴 木 靖 民 教 授 の 「井 上 説 」 を代 表 とす る学 説 で あ る。
即 ち,「 『井 』とい う中国姓 は,現 在 の 大 阪府 藤 井 寺市 一 帯 を本拠 と した 渡 来 系 の 『井
上 忌 寸(い み き)』 とい う一 族 で はな い か。一族 の 中で も特 に優 秀 で,コ ネ もあ った
のだ ろ う」(13)。
第2の 学 説 は,奈 良大 学 東 野治 之 教 授 の 「葛 井 説 」 を代 表 とす る学説 で あ る。 つ
ま り,「 た だ 『井 』 とい う姓 は,日 本 姓 を省 略 して名 乗 っ て い る はず だ か ら,こ の 字
のつ く氏族 の 出身者 だ っ た こ とは分 か る。 そ こで,想 起 され る の は,7世 紀 末 か ら
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8世 紀 前 半 に か け て,遣 唐 使 少 録,遣 新 羅使,遣 唐 留 学 生 な どを輩 出 した葛 井 氏 の
存 在 で あ る。 この一 族 は 渡来 系 で南 河 内 の葛 井 寺 付 近 を根 拠 地 と し,も と 白猪 氏 と
い っ た。 一 族 の 中 に古 くか ら葛 井 を名 乗 る もの が あ った ら し く,和 銅 ご ろの 人 と し
て葛 井 諸 会 が,白 猪 広成 とな らん で 『経 国集 』に 見 え る。一族 に は広 成,葛 井 大成,
同清 成 な ど,類 似 の名 を もつ 同 世代 人 がい るが,あ るい は真 成 の近 親 者 で あ ろ うか。
もち ろん 『井 』 が上 につ く氏 で も よい が,葛 井 氏 の よ うに,こ の方 面 で 活躍 す る人
は 出 てい な い 」(14)。
第3の 学 説 は,実 際,私 が 自 ら提 出 して い た 「唐 名 説 」 で あ る。 換 言 すれ ば,井
真 成 とい う唐 の 日本 人 留 学 生 は,入 唐 して か ら,中 国風 の 「唐 名 」 に改名 した と,
私 は推 測 して い る。 私 の 見 た とこ ろで は,井 真 成 の 出身 は 結 局 「井 上 氏 」 の 出身 で
あ ろ うか,そ れ とも 「葛 井 氏」 の 出身 で あ ろ うか,上 述 の 二 つ の推 測 の可 能性 は ま
っ た く否 定 しな い が,し か し,井 真 成 の 改姓 は たぶ ん 「井 上 」 とも 「葛 井 」 と も直
接 に 関連 が な さそ うで あ る。 即 ち,鈴 木 靖 民教 授 の見 方 は,「 井 上 」姓 の下 の 「上 」
を とるべ き で あ り,東 野 治 之教 授 の 見 方 は,こ れ に反 して 「葛 井 」 姓 の上 の 「葛 」
を とるべ き で あ る。 この 点 か ら分 析 す れ ば,両 者 の改 名 は 明 らか に一 定 の 規 律 は な
い。 思 うに,井 真 成 の名 字 は,元 々 の名 前 と関係 が な く,自 ら 「唐 名 」 に改名 した
の で あ ろ うか と,私 は推 測 した。
実 際,早 く隋 の煬 帝 の大 業3年(607)に は,隋 の 人 々が 遣 隋 使 的 名 字 につ い て
音 訳 を行 っ て い た よ うで あ る。例 え ば,当 時,隋 の人 々 が(小 野)妹 子 を 「蘇 因高 」
と呼び,(難 波)雄 成 を 「乎 那利 」 と呼 ん で い た の で あ る。汪 向栄 先 生 と夏応 元先 生
の研 究 に よ る と,遣 隋使 の 大使 の 「蘇 因 高 」 とい う名 前 は,妹 子(イ モ コ)の 日本
語 の音 訳 で あ り,「乎 那利 」とい う名 前 は,雄 成(ヨ ナ リ)の 日本 語 の音 訳 で あ る(15)。
唐 代 に至 っ て も,遣 唐使 ・留学 生 ・学 問 僧 た ち は,み ず か ら自分 の名 前 をつ け るの
に熱 心 だ っ た よ うに思 わ れ る。例 え ば,阿 倍 仲 麻 呂(仲 満)の 中 国名 「朝(晁)衡 」
は,彼 自身 が 自分 のた めに っ け た も ので あ る。『旧唐 書 』巻119上 「東 夷 列伝 」の記
載 に よ る と,「 其 の偏(副)使 朝 臣 な る仲 満 は,中 国 の風 を慕 っ て,因 って 留 ま り去
らず,姓 名 を 改 め て朝衡 と為 す 」(其 偏 〈副 〉 使 朝 臣仲 満,慕 中国 之 風,因 留不 去,
改姓 名 為 朝 衡)(16)と あ る の は,そ の こ とで あ る。
こ うした こ とか ら,井 真 成 の名 前 は,古 代 の 日本 風 の名 字 で な い とす る な らば,
阿倍 仲 麻 呂 の状 況 と同 じく,彼 自身 が 自分 の た め に 改名 した 中国風 の名 字一 井 真成
だ っ た と推 測 で き るの で あ る。 これ は,正 に私 の第3の 「唐 名説 」 の学 説 の 証 拠 で
あ る。また,西 北 大学 歴 史 博 物館 の賈 麦 明副 館 長 は,「 井 の姓 は中 国 に到 着 して か ら
つ け た もの で あ り,真 成 の名 も漢名 で あ り,日 本名 で は ない 」 と考 え てい る(17)。王
建 新 教 授 も 「井 真 成 は,た ぶ ん 中 国で つ けた姓 名 で あ り,阿 倍 仲 麻 呂の 中国 姓名 の
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よ うな 朝衡 で あ るが,日 本 の原 姓 名 の 可 能 性 もあ る。 … …原名 は井 上真 成 で あ る。
中国 の 呼名 に よ る と,た ぶ ん姓 は井,名 は上,字 は真 成 と呼 ば れ て い た ので あ る。
誌 文 の 中 に姓 と字 だ け が あ る が,そ の名 を省 略 した 」(18)と思 わ れ て い る。 しか し,
も し井真 成 の名 字 が 中 国 の名 字 で あ れ ば,上 述 の い わ ゆ る 「姓 は井,名 は上,字 は
真 成 と呼 ばれ て い た 」 こ とは 明 らか に存在 しな い と思 う。
な お,一 般 的 に言 え ば,改 名 は しや す い が,改 姓 は か な り難 しい。 こ こで,も う
一一つ の実 例 を挙 げ た い と思 う
。 つ ま り,藤 原 馬養 父 子 の入唐 と改名 の 問題 で あ る。
『大 日本 史 』 巻ll4「 宇 合 列伝 」 の記 載 に よる と,「(藤 原)宇 合 は,霊 亀 中 に遣 唐
副使 と為 りて,従 五位 下 に叙 せ らる。 養 老初 に唐 よ り還 り,常 陸守 に任 ぜ られ,安
房,上 総,下 総 按 察 使 と為 り,正 四位 上 に累進 し,式 部 卿 に遷 る。… … 子 の貞 敏 は,
少 く して音 楽 を耽愛 し,鼓 琴 を好 み,最 も琵 琶 を善 くす。 承 和 中 に美 作 掾 と為 り,
尋 い で遣 唐 使 準判 官 を兼 ねて 唐 に赴 く。 時 に唐 人 劉 二 郎 な る者,琵 琶 を善 く し,貞
敏 は沙 金 二 百 両 を贈 りて,業 を受 く る を請 う。 二郎 即 ち両 三調 を授 け,未 だ 幾 な ら
ず して殆 ん ど其 の妙 を尽 くせ り。 二郎 重 ね て譜 数 十 卷 を授 け,女 を以 て 之 に妻 す 。
女 も亦 た 琴 筝 を善 くす 。 貞 敏 は新 声数 曲を習 う,将 に帰朝 せ ん とす るに及 び,二 郎
為 に祖 筵 を設 け,贈 る に紫 檀 紫藤 紫 琵 琶 各 一 張 を以 て す,貞 敏 持 ち帰 り,終 に朝 廷
の重 器 と為 る,所 謂 る 玄象 青 山是れ な り。 … …歳 余 に三河 介 と為 り,主 殿 助,雅 楽
助 を歴 て,従 五位 下 を授 か り,尋 い で頭 に転 ず 。 斉 衡 中に備 前 介 を兼 ね,従 五 位 上
に進 む 。 天 安 中,丁 母 の憂 に 官 を解 かれ,関 に服 して掃 部 頭 を拜 す。 貞観 中 に備 中
介 を兼 ね,九 年 卒 す,年 六 十 一。 貞 敏 は三 代 に歴 事 し,他 の才 芸 無 けれ ども,特 に
善 く琵 琶 を弾 くを以 て,時 の重 んず る所 と為 る」(〈藤 原 〉宇 合,霊 亀 中為 遣 唐 副使,
叙 従 五位 下。養 老 初 還 自唐,任 常 陸 守,為 安房,上 総,下 総按 察 使,累 進 正 四位 上,
遷 式 部卿 。 … …子 貞 敏,少 耽 愛音 楽,好 鼓 琴,最 善琵 琶 。 承 和 中為 美 作 掾,尋 兼 遣
唐 使 準判 官赴 唐 。 時唐 人 劉 二郎 者,善 琵 琶,貞 敏 贈 沙金 二 百 両,請 受 業 。 二 郎 即授
両 三 調,未 幾殆 尽 其 妙 。 二 郎重 授:譜数 十 巻,以 女 妻 之。 女 亦 善琴 筝。 貞 敏 習 新 声数
曲,及 将 帰朝,二 郎 為 設 祖 筵,贈 以 紫 檀 紫 藤 紫 琵 琶 各一 張,貞 敏 持 帰,終 為 朝 廷重
器 。 所謂 玄象 青 山是 也 。 … …歳 余 為 三 河 介,歴 主殿 助,雅 楽助,授 従 五 位 下,尋 転
頭 。 斉衡 中兼 備 前 介,進 従 五位 上 。 天 安 中,丁 母 憂解 官,服 関拜 掃 部 頭 。 貞観 中兼
備 中介,九 年 卒,年 六 十 一。 貞敏 歴 事 三 代,無 他 才 芸,特 以 善 弾琵 琶,為 時所 重)
とあ る(19)。
文 中の 「藤 原 宇 合 」は,第9次 遣 唐 使 の 副使 を した 「藤 原 馬 養 」で あ る。汪 向栄,
夏 応 元先 生 の考 証 に よれ ば,「 宇合,或 い は馬 養 と為 す。『尊卑 分 脉 』に 曰 わ く,『 唐
よ り帰 りて,改 めて 宇 合 と名 つ く』(帰 自唐,改 名 宇 合)と あ る。宇 合,馬 養 は音 訓
相 通 ず」(20)。 こ こで,私 は 次 の よ うに想 像 す る。 副使 の 「藤 原 馬 養 」 は 「藤 原 」 の
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姓 をそ の ま ま,「 宇 合 」の名 前 を改名 で き る けれ ど も,そ れ で は彼 と一緒 に唐 に行 っ
た 井真 成 は,改 姓 の しよ うが ない はず で あ ろ う,少 な く とも 「井 上」或 い は 「葛 井 」
の姓 氏 か ら直 接 に改 姓 した もので はな い と思 う。
私 は,2006年9,月15日 に 「唐 日本 留学 生 井 真 成 改名 新 証 」 とい う原 稿 を書 いて
『中国 文 物 報 』 に登 載 した。 私 の見 た 資料 の 限 りで は,唐 時代 の 日本 人 の 「井 」 に
関す る姓 は,い ま まで 二 つ の例 を捜 す こ とが で き た。井 真 成 以外 に,も う一 人 の 「井
休 替 」 とい う人 物 が 存在 した の で あ る。 この人 は下 痢 の た め唐 時代 の 揚 州 で 死 亡 し
た第19次 遣 唐使 船 の船 師 佐 伯金 成 の慊 従 で あっ た。 この こ とは,円 仁 の 『入 唐 求 法
巡 礼 行 記 』の 唐 開成3年(日 本 承 和5年,西 暦838年)8,月18日 条 に明 らか な記 載
を残 してい る と言 え る。 こ こで注 目す べ きは,井 真 成 とか 井イ求替 とか,彼 らの 改名
は,何 れ も遣 唐 使 と関係 が あ っ た ら しい こ とで あ る。 私 の 推 測 が 間違 い な けれ ば,
二人 の改 名 は,た ぶ ん 阿倍 仲麻 呂 の状 況 と同 じ よ うに,入 唐 して か ら,中 国 の唐 名
風 を慕 っ て,自 ら改 名 した の で あ っ て,元 々 日本 風 の名 前 とは 関係 が な さそ うに思
う。 これ が,私 の唐 の 日本 人 留 学生 井 真 成 の 改名 に 関す る新 証 で もあ る(21)。
第4の 「情真 誠 説 」 は,中 日関係 史 学 会 副 会長 張雲 方 先 生 が 自 ら提 出 してい た 学
説 で あ る。 つ ま り,彼 の見 た と ころ で は,「 『井真 成 』 は,こ の 日本 人 留 学 生 の 中国
名 で あ り,『 井 』 姓 は た ぶ ん唐 の皇 帝 か ら賜 っ た姓 だ と思 う」 とあ る。 なお,「 阿 倍
仲 麻 呂の 『朝 衡 』は,元 の名 前 と関係 が な い。『朝衡 』 に は,実 際 は永 遠 に唐 の朝 廷
を拝 し,朝 貢 す る とい う意 味 が含 ま れ て い る と思 わ れ る。『井 真成 』 もひ ょっ とす る
と 『情真 誠 』(「情 」 と 「井 」 は 中国語 の発 音 が 似 て い る)と い う意 味 が 隠 され て い
るの か も知 れ ない。現 在 ま で の と ころ,現 存 す る史 料 の 中 に は,『 井 真 成 』 とい う名
前 は見 つ か って い な い。 しか し,死 亡 した年 か ら逆 算 す る と,生 まれ た年 は699年
で あ る こ とは 間違 い な い。」 と推 測 した(22)。実 は 「井 真 成 」 の 「井 」 の 中 国語 の発
音 は 「jing」で あ り,「 情真 誠 」 の 「情 」 の 中国 語 の発 音 は 「qing」 で あ る。 両者 の
発 音 が 似 て い る とは言 え な い と思 う。 そ の上 に,中 国 の 『百 家姓 』 の 中 には 「情 」
姓 が存 在 しな い よ うで あ る。
第5の 「九州 王 朝 説 」 は,古 田史 学 の 会事 務 局 長 の古 賀 達 也先 生 が提 出 して い た
学 説 で あ る。 即 ち,「 『井 』 とい う姓 が 日本 に存 在 す る こ とか ら,文 字 通 り 『井(せ
い)』 さん で は な いか とい う異 見 も出 され て い る。古 田先 生 も この 『井 』 とい う姓 に
注 目 され て い る。 電 話 帳 で 調 べ た結 果 で は,熊 本 県 に圧 倒 的 に濃密 分布 して い る。
中 で も産 山村 ・南 小 国 町 ・一 ノ宮 町 が濃 密 で あ る。 こ の分 布 事 実 は 九州 王朝 説 の立
場 か ら も大 変 注 目 され る とこ ろで あ る」 と述 べ て い る(23)。
第6の 「和姓 説 」 は,「 越 境 の会 」 の諸 先 生 が提 出 した 学説 で あ る。 つ ま り,「 日
本 の学 会 で は,『 井 』 とい う姓 を め ぐって,和 姓 の 一部 を 中 国姓 と した とす る説 が有
在唐 の 日本 留学生井真成墓誌の発見 と新研究339
力 に な り,元 の和 姓 につ い て,『 葛井 』,『井 上 』,『白猪 』な どの説 が 出 され た。ま た,
『井 真 成 』 の 出身 地 は,現 在 の藤 井 寺 市 で あ る と確 定 的 に報道 され て い る。」 「室伏
氏 を 中 心 と した 『越境 の会 』 の主 張 は,極 めて 明快 で あ る。す な わ ち,『 井真 成 』の
姓 『井 』 は,中 国姓 に倣 って 一 字姓 に変 えた 『井(=セ イ)』 は な く,和 姓 の一 字姓
『井(一 イ イ)』 で あ り,『 井 真成 』 は(イ イ マ サナ リ)と い う名 前 で あっ た とす る
もの で あ る。 そ れ で は,『 井(=イ イ)』 姓 の 日本 にお け る分布 は ど うな っ て い るの
か。本 書 第4章 の 白名 一 雄 氏 の調 査 に よ る と,非 常 に興 味 深 い結 果 が 示 され て い る。
全 国 の 『井(=イ イ)』 姓 の約 半 数 は 熊 本 県 に集 中 してい る。 さ らに,熊 本 県 の 中 で
も阿蘇 郡,特 に 『産 山村 』 が最 も多 い の だ 。 この観 点 か らす る と,『 井真 成 』 の故 郷
は藤 井 寺 市 で は な く,熊 本 県 阿 蘇郡 産 山村 と考 え る方 が理 にか な うこ とにな る 」(24)
と紹 介 して い る。
4.「 日本 」 国号 の 確 立 年 代考
「日本 」 とい う国号 は,今 ま で に知 られ る中 日の古 代 文 献 の記 載 か ら見 る と ,中
国 で 出現 した 年 代 は 日本 の年 代 よ りや や 古 い。北 宋 の欧 陽 修(1007～1072)・ 宋 邱 が
書 い た 『新 唐 書 』 巻220「 東 夷 列伝 」 の 記 載 に よ る と,「 日本 は,古 の 倭 奴 な り。 …
・永 徽 初 ,其 の 王 の孝 徳 即 位 し,改 元 して 白雉 と日い,虎 魄(即 ち琥 珀)の 大 な る
こ と斗 の如 き もの,瑪 瑙 の五 升 の器 の若 き もの を献 ず 。 時 に新 羅 は高麗,百 済 の暴
す 所 と為 り,高 宗,璽 書 を賜 い て,出 兵 して新 羅 を援 け しむ。… …咸 亨 元年(670),
使 を遣 りて 高 麗 を平 ら ぐを賀 せ しむ。 後 に稍 や 夏 音 に習 み,倭 の名 を悪 んで,更 め
て 日本 と号 す 。使 者 自 ら言 わ く,国,日 の 出ず る所 に近 けれ ば,以 て名 と為 す と。
或 い は云 う,日 本 は乃 ち小 国な れ ば,倭 の併 す る所 と為 り,故 に其 の 号 を 冒す と。
使 者 は情 を以 て せ ず,故 に焉 を疑 う。 又 た妄 りに其 の 国都 の方 数 千 里 を誇 る も,南
と西 は海 に尽 き,東 と北 は大 山 に限 られ,其 の外 は即 ち毛 人 な り と云 う。 長 安 元 年
(701),其 の 王 の 文武 立 ち,改 元 して太 宝 と日 い,朝 臣真 人粟 田 を遣 りて方 物 を貢
が しむ 」(日 本,古 倭 奴 也 。 …… 永徽 初,其 王孝 徳即 位,改 元 日 白雉,献 虎 魄(即 琥
珀)大 如 斗,瑪 瑙 若 五 升器 。時新 羅 為 高 麗,百 済所 暴,高 宗 賜 璽 書,令 出兵 援新 羅 。
・咸 亨 元 年 ,遣 使 賀 平 高 麗 。 後稍 習 夏音,悪 倭 名,更 号 日本 。 使者 自言,国 近 日
所 出,以 為 名 。 或 云 日本 乃 小 国,為 倭 所 并,故 冒其 号 。使 者 不 以 情,故 疑 焉 。 又 妄
誇 其 国都 方 数 千 里,南,西 尽 海,東,北 限 大 山,其 外 即 毛 人 云。 長 安 元年,其 王 文
武 立,改 元 日太 宝,遣 朝 臣真 人 粟 田貢 方 物)(25)と あ る。 上述 の記 載 に 間違 い が な け
れ ば,「 倭 」とい う国号 を,正 式 に 「日本 」とい う国 号 に変 え るの は,咸 亨 元年(670)
と した ほ うが よい と思 う。 また,こ れ は今 ま で 中 国の 文 献 で探 され た 一番 古 い 実 例
で あ る。
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なお,后 晋(936～946)劉 陶 等 が 書 い た 『旧唐 書 』卷199上 「東 夷列 伝 」 の記 載
に よれ ば,「 日本 国 は,倭 国 の別 種 な り。其 の 国 の 日邊 に在 るを以 て,故 に 日本 を以
て名 と為 す 。 或 い は 曰わ く,倭 国 は 自 ら其 の名 の雅 な ら ざる を悪 み,改 め て 日本 と
為 す と。 或 い は云 わ く,日 本 は 旧 と小 国 に して,倭 の 国 の地 を併 す と。 其 の 人 の朝
に入 る者,多 く自 ら矜 大 に して,実 を以 て対 せ ず,故 に中 国 は焉 を疑 う。 又 た 云 わ
く,其 の国 界 の東 西 南 北各 数 千 里,西 界,南 界 咸 な大海 に 至 り,東 界,北 界 大 山有
りて 限 り と為 し,山 外 は即 ち毛 人 の 国 な り と」(日 本 国者,倭 国 之別 種 也 。以 其 国在
日邊,故 以 日本 為名 。 或 日:倭 国 自悪 其名 不 雅,改 為 日本 。 或 云:日 本 旧小 国,并
倭 国之 地 。 其 人 入 朝者,多 自矜 大,不 以 実対,故 中国 疑 焉。 又 云,其 国界東 西 南 北
各 数 千 里,西 界,南 界 咸 至 大海,東 界,北 界 有 大 山為 限,山 外 即 毛 人 之 国)(26)と あ
る。 実 際 に言 え ば,『 旧唐 書 』 の成 書 年 代 は前 に あ り,『 新唐 書 』 の成 書 年 代 は 後 に
あ る。 これ に よっ て,『 新 唐 書 』 と 『旧唐 書 』の 中に 「日本 」国号 と関係 の あ る内容
を述 べ た 同類 の記 載 も,珍 しい こ とで は な い。特 に 『新 唐 書 』の 「倭 の名 を悪 ん で,
更 め て 日本 と号す 」 とい う記 載 は,『 旧唐 書 』の 「倭 国 は 自 ら其 の名 の雅 な ら ざ る を
悪 み,改 め て 日本 と為す 」記 載 の 復 刻 で あ ろ う と思 う。 こ う見 るな らば,「 日本 」国
号 は,中 国 で 出現 した 年 代 が 少 な く とも唐 高 宗 の咸 亨元 年(670)に あ る はず で あ ろ
う。
まれ で あ るが 唯一 で な い の は,古 代 の高麗 の僧 侶 道 顕 がす で に 『日本 世 紀 』 とい
う書物 を著 して い る。『日本 書 紀 』 天智 天 皇8年10A辛 酉 条 の記 載 を見 る と,道 顕
が 『日本 世 紀 』 を書 き上 げ た の は天 智 天 皇8年(669)よ り後 で あ る こ とが わ か る。
この こ とは,す で に述 べ た よ うな天 智 天 皇8年 に 「日本 」 国号 に あ らた めた とい う
事 実 と符 合 す る。中 国社 会 科 学 院 考 古研 究 所 の 王 仲殊 教授 の研 究 に よれ ば,『 日本 書
紀 』は養 老4年(720)に 完 成 した とは い え,天 武10年(681)に す で に,川 島 皇 子 ・
忍 壁 皇 子 ら12人 が命 を奉 じて 『帝 紀 』 を作 成 し,『 書紀 』 編 纂 の礎 を 築 いて い る。
道 顕 の 著作 は,天 武 朝(672～686)の 末年 に まず 『帝 紀 』に採 録 され,つ づ い て 『日
本 書 紀 』の 中に組 み こ まれ た の で は あ るま い か 。要す る に 『日本世 紀 』(注:上 田正
昭氏 は 『日本 正 記 』 とも書 く)と い う書名 は,天 智天 皇8年(669)に 国 号 を 「日本 」
に あ らた め た とい う仮 説 を支 持 して い る よ うに思 わ れ る(27)。この 点 にお い て は,私
も王 仲殊 教 授 の 見方 とま った く 同 じで あ る。 さ らに言 え ば,「 日本 」国号 を もつ 『日
本 世 紀 』 とい う書物 は669年 に書 き終 わ れ ば,『 新唐 書』 と 『旧唐 書 』 で い わ ゆ る
670年 に国 号 を 「日本 」 に あ らた めた とい うこ と と非 常 に近 い の で あ る。
しか しな が ら,「 日本 」 国 号 は 日本 の 『日本 書 紀 』 を さが す 限 りで 出現 した一 番
古 い年 代 は,大 宝元 年(701)で あ る。例 え ば,日 本 文 武天 皇 の大 宝 元 年 に頒 布 され
た 『大 宝令 』公 式 令 の 中 に は,「 明神 御 宇 日本 天 皇詔 旨云 々」 とい う詔 書 の 書 式 が 定
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め られ て い る。な お,大 宝2年(702)に 入 唐 した僧 弁 正 の 『在 唐 憶本 郷 』 の詩 の第
一 句 に
,国 号 「日本 」 とい う2字 が 出現 してい る。 い わ ゆ る 「日辺 に 日本 を瞻 て,
雲 裏 に雲 端 を 望 む。 遠 游 して遠 国 を労 い,長 安 に苦 しむ を長 く恨 む 」(日 辺 瞻 日本,
雲 裏 望 雲 端 。遠 游 労 遠 国,長 恨 苦長 安)(28)と 言 う。 この詩 は,弁 正 が故 郷 の 「日本 」
に長 く続 く思念 の情 を表 現 した もの で あ る。 彼 は最後 ま で帰 国せ ず に長 安 で 亡 くな
り 「唐 土 」 に埋 め た。 この情 況 は井 真 成 の 「形 は既 に異 土 に埋 もれ,魂 に故郷 に帰
らん こ と を庶(コ ウネ ガ)う 」(形 既 埋 于異 土,魂 庶 帰 于 故 郷)の 情況 とまっ た く同
じで あ る。
そ れ 以外,『 続 日本 紀 』の記 載 に よ る と,文 武天 皇慶 雲 元 年(704)秋7,月 甲申 朔,
正 四位 下 の粟 田朝 臣真 人 が は じめて 中 国 の楚 州塩 城(今 の江 蘇省 塩 城 県)に い た っ
た 時,彼 に対 して,ど こか ら来 た 使 者 で あ るの か と尋 ね た人 が い た。 真 人 が 「日本
国使 」(29)と答 えた の で あ る。 そ の時 が,唐 人 が 「日本 国使 」 とい う名 称 との は じめ
て の 直接 的 な接 触 だ っ た と言 え る。 これ よ り以 前 の遣 唐 使 の派 遣 時期 は そ れ ぞれ
665年(第6次)と669年(第7次)で あ る。こ の情 況 は ち ょ う ど 「咸 亨 元年(670),
使 を遣 りて 高麗 を平 らぐを賀 せ しむ 。 後 に稍 や夏 音 に習 み,倭 の名 を悪 ん で,更 め
て 日本 と号す 」 と符 合 してい る。 この 情 況 は,当 然 な こ とで あ る。だ か らこそ,「 日
本 」国 号 の 出現 の年 代 は唐 高宗 の咸 亨 元 年(670)と して問 題 が な い と思 う。しか し,
『日本 書 紀 』 の701年 は 『新 唐 書 』 と 『旧唐 書』 の670年 と比 べ るな らば,30年 間
近 く遅 れ て しま った。 した が っ て,「 日本 」国 号 が 日本 で正 式 に確 立 した年代 は,こ
れ よ りさ らに古 い と思 う。
そ の ほ か に,唐 の張 守節 が作 った 注 釈 書 の 『史 記 正 義 』 の 中に いわ ゆ る 「武 后 改
倭 国為 目本 国」 とい う記 載 も あ る。『史 記 正 義 』の案 に 「… …武 后,倭 国 を改 めて 日
本 国 と為 す 。 … …又 た倭 国 は,武 皇 后,改 め て 日本 国 と 日い,百 済 の 南 に在 り,海
を 隔 て 島 に 依 りて 居 る。 凡 そ 百 余 小 国 な り」 とあ る(30)。『史記 正 義 』 の 序 文 に よれ
ば,そ の成 書 年 代 は唐 玄宗 の開 元24年(736)の こ とで あ るが,今 回,収 集 した井
真 成 墓 誌 に見 え る 「日本 」 とい う国 号 は,そ の年 代 が唐 玄 宗 の 開元22年(734)で
あ り,唐 の 張守 節 の 『史 記 正義 』の成 書 年 代 よ り2年 間 ほ ど古 い の で あ る。だ か ら,
井 真 成 墓 誌 の発 現 は 「武 后,倭 国 を改 めて 日本 国 と為 す 」 の真 実 を欠 く歴 史 記 載 を
正 す と言 え るだ ろ う。
こ こで 強 調 してお き た い の は,井 真 成 墓誌 に見 え る 「日本 」 とい う国号 が,中 国
西 安 で初 め て発 見 され た 唯一 か っ 最 古 の 長安 で客 死 した 「遣 唐 使 」 の成 員 の一 人 で
あ る入 唐 の留 学 生 に関す る墓 誌 が,実 物 資料 とな った。 上述 の通 り,当 該 墓 誌 の絶
対 年 代 は開 元22年(734),今 か らほ ぼ1,270年 前 で あ る。 こ の時 期 は,日 本 の 奈 良
時代(710～794)で あ る と同時 に,中 日両 国 の全 面 的,頻 繁 的 な文化 交 流 の時 期 で
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ある。この期 間には,「遣唐使」は,言 うまでもなく大きな作用 を発揮 した と言 える。
なお,「 遣唐使」 に関す る墓誌 は,中 国西安 の井真成 墓誌 が発見 された以外,実
際 には中国洛陽で井真成墓誌 よ り21年 早い 日本使節 の墓誌 が発見 され たこ ともあ
る。朝 日新 聞社の渡辺延志記者の紹介 に よる と,「中国 ・西安 で発見 された遣唐使 『井
真成』墓誌 に刻 まれ ていた 『日本』は最古 のもの とされ ていたが,『 もっ と古 い もの
があるよ うだ』 との意見が出て きた。 専修大 が2005年1月28・29の 両 日に開催 し
た研究検討 会で,東 洋大の高橋継男教授(中 国史)が 台湾 の研究者の論文を紹介 し
た。現物を見た人 はいないが,『 信 用性 は高そ うだ』との見解 が強い。多様 な分野 の
専門家が集 った場 な らではの驚 きだ った。高橋教授 が示 したのは1998年 に台湾 の学
術雑誌 に掲載 された台湾 大教授 の論文(本 文筆者王維坤加筆:即 ち,唐 の先 天2年
(713)の 『徐州刺史杜嗣先墓誌』には,『皇 明遠被,日 本来庭』とい う記録があ る(31))。
台湾 の古美術店で1992年 に見た唐 の官僚 の墓誌 に,『 唐の朝廷で宰相 と一緒 に 日本
か らの使節 に会 った』 と記 され てい るとい う。 この官僚は713年 に死亡 し,洛 陽に
葬 られ た と刻 まれ ていた とい う。734年 に死亡 した井真成 の墓誌 よ り21年 早い こと
になる。高橋教授 は 『井真成墓誌 が発見 され"最 古の 日本"と 話題 になったので気
づいた』 とい う。 白村江の戦(663)の あと長 らく遣唐使 は途絶 えていたので,こ の
官僚が会 った となる と,702年 に 日本 を出発 した大宝 の遣唐使のほかは見 あた らな
い。国号を 日本 と名乗 ることは前年 の701年 に制定 された大宝律令 で定 め られたば
か りであ る。『国 とい った場合,当 時 は播磨や常陸 とい った地域概念 を示 した。日本
とい う概念 は外 交の場 でだ け必要だったはずだ』 と鈴木靖民国学院大教授 は指摘す
る。 日本 とい う国号を初 めて背負 って外交 の舞台に登場 した遣唐使 が記録 され てい
た ことにな る。 中国か ら参加 した研 究者 は,台 湾 とい う想定 しなか った場所 にあぜ
ん とした表 情だった。論文を書い た台湾大教授 は碑文研究では定評 があるとい うが,
この墓誌 を店先で書き写 した と記 してお り,発 表 した雑誌 には写真 も拓本 も載 って
いない。墓 誌 は高値 で売買 され るので,偽 造 は さほど珍 しくない とい う。研 究会 で
は 『まず拓 本 を入手 しな くては』 との声があが り,高 橋教授 ら東洋大 のグル ープが
研究 に乗 り出す ことを表 明 した」(32)とい う。
とにか く,「 遣唐使 」に関す る墓誌 を多 く発 見 し,発 掘すれ ばす るほ ど謎深 ま る
井真成の実像が はっ き り見えるよ うにな る。一語で言 えば,徐 州刺史杜嗣先墓誌 と
井真成墓誌 が前後 して発 見 されたのは,言 うまでもなく1,270年 あま り前の 日中両
国の文化交流 の歴史的証拠 であって,そ の重 要性 と学術的価値 は言葉 に して は言い
表せ ない ほ どである。私の研究 による と,「 日本」国号 の出現の年代 は唐高宗 の咸亨
元年(670)と して 問題がない と思 う。 しか し,701年 に制定 された大宝律令で 出現
した 「日本」 国号 は,『 新唐書』 と 『旧唐書』 の記載 でい う670年 と比べ るな らば,
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30年 近 く遅 れ て しま っ た。
した が っ て,「 日本 」 国 号 が 日本 で 正 式 に確 立 した年 代 は,こ れ よ りさ らに古 い
と思 う(33)。ま た,「 国 号 日本 」 の 書 き 方 につ い て は,氣 賀 澤 保 規 先 生 が 次 の よ うに
述 べ て い る。す な わ ち,「 墓 誌 で の本 貫 の 書 き方 は,本 貫 に あ た る地 名 を入 れ て 『○
○ 人 』 と し,外 国人(非 漢 人)で も 『康 国人 』 な ど と国名 をい れ て 表 記 す る。『国 号
日本 』とい う書 き方 は,墓 誌 にお い て は 管 見 の か ぎ りで は は じめ て の事 例 で あ る」(34)
とい う。私 の見 た と ころ で は,こ れ は 天 宝 三載(744)の 「故 九姓 突 厥 契 芯 李 中郎墓
誌 」の 「九姓 突 厥 」の 書 き方 と非 常 に近 いで あ ろ うと思 う。 しか し,将 来,「 国 号 日
本 」 を もつ 遣 唐 使 墓誌 が一 つ で も出 土 す れ ば,こ の 問題 は,議 論 の余 地 は ない歴 史
的 な 史実 に な る ので あ る。
5.淕 水 の東 原 墓 地 に つ い て
第5の 問題 は墓誌 と墓 地 で あ る。 両 者 の間 には,密 接 な関係 が あ る。 まず 「窪于
萬年 県涯水園 原」 とい う井真成墓誌 にっ いて私 の見方を述べたい と思 う。いままで
井真 成 墓 誌 は どこか ら出 土 した の か,そ の確 定 の場 所 が ま だ わか らな い が,し か し,
「窪于萬年県淕水園 原」 とい う墓誌 の石刻 資料 は,我 々が今後,長 安で客死 した古
代 日本人 の墓葬 を探 査す るために,非 常 に重要な手 がか りを提供 して くれたのであ
る。この手 がか りに沿ってたゆまず頑 張 り続 け,勘 査 と調査 をす るな らば,「 萬年県
淕水園 原」の辺 りには長安で客死 した古代 の 日本人高向玄理,弁 正,藤 原清河,阿
倍仲麻 呂及び多 くの無名氏 の墓地を発 見す る可能性 がない とは言 えないであろ う。
今 の ところは,ま だ何 も見付かっていない状態であるが,も し新 しい情報があった
ら,す ぐ皆様 にお知 らせす る。
また,長 安で客死 した異 国人の埋葬 習俗 については,賈 麦 明副館長の見た ところ
では,「 死者 は淕水園 原 に埋 めて,淕 水 は唐 の長安城 の東 にあ り,東 方 の故郷 に向
か う。 … …1955年,西 安 市西 郊 土 門 村 で 出土 した咸 通 十 五 年(874)の 『蘇 諒 妻 馬
墓 誌 銘 』 の 後 半部 は即 ち,ペ ル シ ア婆 羅鉢 文(梵 文)で 書 き,そ の故 郷 は西 方 に あ
る,故 に墓 は長 安 城 の西 部 に あ る こ とが証 明 で き てい る。 この こ とか ら見 る と,当
時 の風 俗 の 中 に は客 死 した異 国人 の喪 葬 習 俗 が わ か る ので あ る。」(35)も しこれ に よ
っ て推 測 す れ ば,東 方 異 国人 の 墓 は唐 の長 安 城 の東 部,西 方 異 国人 の 墓 は唐 の長 安
城 の西 部,北 方 異 国人 の墓 は唐 の長 安 城 の 北部,南 方 異 国人 の墓 は唐 の長 安 城 の南
部 に埋 め る はず で あ ろ う。 この研 究方 法 と大胆 な推 測 は,賛 成 に値 す べ き と思 う。
しか し,こ の観 点 は,い まま で発 掘 した 考 古学 の新 資料 で は実 証 され て い な いの
で あ る。2000年5.月,2003年6,月 及 び2004年4月 に,陝 西 省 考 古研 究所 と西 安 市
文 物 保 護 考 古 所 は,前 後 して 西 安 市 北 郊 で 北周 の安 伽 墓(36),史 君 墓及 び 康 業 墓(37)
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を発 掘 して い た の で あ る。 安 伽 墓 は 西 安 市 北 郊 未 央 区大 明宮 郷 坑 底 寨 村 の 西 北 約
300mの と こ ろ にあ り,西 と北 周 の都 で は約3.5km離 れ て い る。 史君 墓 は西 と北 周
の都 で は5.7km離 れ て い る,西 と安伽 墓 で は約2.2km離 れ て い る。康 業墓 は安 伽 墓
の北 約150mの と ころ に あ る。 上 述 の よ うな推 測 に よれ ば,こ れ らの 異 国 人 の故 郷
は北 周 の都 の 西 北 に あ るの で,こ の3基 の墓 葬 は北周 の都 の東 に埋 め な い で,北 周
の都 の 西 北 に埋 め る こ とに な った の で あ ろ う。 だ か ら こそ,井 真 成 墓 誌 を 「萬年 県
涯水園 原」に埋めたこ とで,長 安 で客死 した 日本人留学生の井真成 は 「東方 の故郷
に 向か う」 こ とか ら判 断す る と,上 述 の埋 葬 の観 点 が 成 り立 ち に くい と思 う。
6.井 真 成 墓 誌 の 空 白 と九姓 突 厥 墓 誌 の 空 白
最 後 に私 が言 い た い の は,賈 麦 明副館 長 の も う一 つ の 問題 に 注意 を は ら うこ とで
あ る。即 ち,「 墓 誌 文 の後 に空 白4行 が あ り,空 白 を空 けて外 国文 字 を刻 み つ け るは
ず で あ り,こ こで 日本 文字 を刻 み つ けて お らず に,た ぶ ん 時 間 ぎ りぎ りで 間 に合 わ
な い の か,あ る文 字 は 日本 語 で翻 訳 で きな い の か,他 の原 因 で刻 み つ けて い ない の
か,ま だ わ か らな い の で あ る」(38)。周 知 の よ うに,7世 紀 頃 の 日本 で は,相 変 わ ら
ず 「無 文 字,惟 刻 木 結 縄 」(39)とい う記 事 の歴 史 発 展段 階 に あ た るの で あ る。 甚 だ し
き に 至 っ て は712年 に太 安 万侶 が書 いた 現 存す る 日本 最 古 史 書 『古 事 記 』,720年 に
舎 人親 王,太 安 万 侶 等 が 書 い た 『日本書 紀 』,及 び そ れ 以 後 に書 い た 『続 日本 紀 』は,
す べ て漢 文 で 書 かれ た書 物 で あ る。 した がっ て,刻 みつ けて い る734年 の井 真 成 墓
誌 は,明 らか にい わ ゆ る 「空 白を 空 け て外 国 文 字 を刻 みつ け る」 等 の 問題 は存 在 し
て い な い の で あ る。そ の うえ,「 安 暦 于 長 楽原 」の異 国 人 に 属す る 「故 九姓 突 厥 契 芯
李 中郎贈 右 軍衛 大将 軍 墓 誌 文 」は,そ の墓 誌銘 の後 に も空 白3行 が あ るの で あ る(40)。
井 真成 と九姓 突厥 契 芯 李 中郎 はい ずれ も異 国 人 で あ るの で,墓 誌 の 中で 出現 して い
る同 じ書 き 方 そ れ 自身 が,無 言 の 答 え と最 有 力 な 反 証 で あ るに相 違 な い。 この こ と
か ら見 る と,墓 誌 銘 の 後 ろ に空 白3行 或 い は4行 を空 けて い るの は,「 空 白を 空 け て
い るた め に 外 国文字 を刻 み つ け る」 とい う理 由で は な い こ とが わ か る。
しか し,井 真成墓誌 は初発見で あるばか りでな く,か な り多 くの研究方面 にかか
わってい るので,本 稿 では前 回に言及できなかった多 くの問題 につい て,更 に深 く
研究 しよ うと思 う。 すなわち 「井真成墓誌発見 の経緯」,「井真成墓誌 の形状 とサイ
ズ」,「井真成 葬期 の推定」,「井真成墓誌文の配置 と考釈」及 び 「井真 成の入唐 時期」
な どの疑問点 を取 り上げ,「西安で発見 され た在唐の 日本留学生 ・井真成墓誌の最新
研究一 井真成墓誌 に関する研究後篇一 」 とい うタイ トルで,私 の井真成墓誌 に関す
る総合的最新研究 を論 じたい と思 う。 この論文 は国際 日本文化研 究セ ンター の論集
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『日本 研 究 』 に掲載 す るこ とに な る(41)。
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